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（報道資料） 

 

国内初、ブルートゥース®通信機能を備えた 

小型の黒球式熱中症指数計「ＴＣ－３１０」を７月１日に発売 

リアルタイム監視と３万件の記録機能でより緻密な熱中症対策をサポート 

 

２０１９年６月２７日 

株式会社タニタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内初、ブルートゥース通信機能を備えた小型の黒球式熱中症指数計「ＴＣ－３１０」 

 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、社長・谷田千里）は、

ブルートゥース※１通信機能を備えた黒球式熱中症指数計「ＴＣ－３１０」を７月１日に発

売します。熱中症予防の指標となるＷＢＧＴ（暑さ指数）※２などを計測・記録するととも

に、計測データをｉＰｈｏｎｅなどにリアルタイムで送信できるのが特徴です。小型の黒

球式熱中症指数計で、ブルートゥース通信が可能な商品は国内初となります。計測・記録

項目はＷＢＧＴ、気温、相対湿度、黒球温度の４項目。計測データは無線通信でｉＰｈｏ

ｎｅなどに送信し、対応アプリでリアルタイムに確認したり、本体に記録した最大３万件

の計測データをダウンロードしたりすることができます。価格は３万円（税別）。業務用と

して、気象や熱中症に関する研究機関や熱中症対策に取り組む自治体・企業などを対象に

販売します。また、通信プロトコルを公開してシステム開発会社と連携、企業や団体向け

の熱中症予防システムの構築、サービス展開を目指します。 

 

２０１８年５月から９月の熱中症による救急搬送人数は９万５１３７人と過去最多（総務

省消防庁調べ）となりました。２０１９年は既に昨年を上回る７３０２人※３が搬送されて

おり、熱中症対策の重要性が増しています。熱中症は「対策することで１００％防げる疾

病」といわれており、熱中症発症の危険度を示すＷＢＧＴを把握することで、効果的な対
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策ができます。タニタでは、ＷＢＧＴを計測できる携帯型の黒球式熱中症指数計を２０１

４年から展開しています。その中で、気象に関わる機関の研究者、熱中症対策に取り組む

自治体や学校、建設現場や工場、運動施設、屋内外のイベント会場などの管理者から、「リ

アルタイムで変化する熱中症の関連指数を記録し、管理したい」という声が多く寄せられ

ていました。 

 

今回発売する「ＴＣ－３１０」は、こうしたニーズに対応して商品化したものです。計測

データは本体の表示画面のほか、無線通信する対応アプリを使ってリアルタイムで確認で

きます。また、１分、５分、１０分、３０分、６０分ごとの計測データを本体に記録でき、

最大３万件の蓄積が可能です。最も細かい１分単位で記録した場合、約２０日分のデータ

を保存できます。これは国内で販売される小型の熱中症指数計が記録できる計測データ件

数・計測頻度としては最多となります。厚生労働省が実施している「ＳＴＯＰ！熱中症 ク

ールワークキャンペーン」では、職場での熱中症予防に日本工業規格「ＪＩＳ Ｂ ７９

２２」に準拠した暑さ指数計の利用を推奨しており、本商品は同規格のクラス２に準拠し

ています。さらに、屋内外を問わず長期間使用できるよう、高い防じん防水性能（電気機

械器具の外郭による保護等級｢ＩＰ６５｣）を持たせています。本体サイズは幅６０ミリメ

ートル×高さ１１２ミリメートル×奥行３３ミリメートルで、重量は約７９グラム（電池

含まず、吊り下げ用付属品含む）で、携帯使用から設置使用まで幅広く対応できます。 

 

タニタはこれまで、家庭用と業務用分野で手軽に利用できる小型の黒球式熱中症指数計を

販売してきました。今回の「ＴＣ－３１０」の投入により、重要性が高まっている組織的

な熱中症対策が可能となります。今後もニーズに合わせたさまざまな熱中症指数計をライ

ンアップすることで熱中症対策への取り組みをサポートしていきたいと考えています。 

 

 

※１ ブルートゥースは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＳＩＧ，Ｉｎｃ．の登録商標です。 

※２ ＷＢＧＴは暑さの厳しさの程度を示す指数で、気温だけではなく、汗のかき方に関係する湿度、日射

や地面からの照り返しによる熱（輻射熱）を取り入れて計算されます。具体的には、乾球温度（気温）、

湿球温度（湿度）、黒球温度（輻射熱）の三つを使って計算します。屋外と屋内ではそれぞれのＷＢ

ＧＴを求める計算式が異なるため、本機器は乾球温度と黒球温度の差を利用して、屋外・屋内を自動

判別してＷＢＧＴを求める機能を搭載しています。 

※３ 総務省消防庁「熱中症による救急搬送人員（６月１７日－６月２３日速報値）」による４月２９日か

ら６月２３日までの人数 
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お客様からのお問い合わせ先 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

     受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

 

本資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざま

な事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 


